










はじめに 

 鳥取県は,全国の都道府県の中でもっとも人口が少ないが,人口密度は約170/㎞2で神奈

川県の 1/15とわが国では密度の低い地域という特性をもっている。このような条件下で,

鳥取先天異常モニタリングは過去 12 年間モニタリングの目的である環境異常による外表

奇形の増加をいち早くキャッチし,不測の事態がおこった場合の原因分析をより効率的に

行なう努力を続けてきた。すなわち,鳥取先天異常モニタリングは個人のプライバシーの保

護には十分に注意しつつ,その質をできるだけ高める努力と関係する背景資料をいろいろ

な場合を考慮して集める努力をおこなってきた。今回は,以上の目的の一つとして,これま

でのモニタリングの調査実数および発生率の報告の他に,マーカー奇形とマーカー奇形以

外の奇形合併児,複数のマーカー奇形をもつ児,すなわち多発奇形児について,彼らの生命

予後の検討を行なった。 


